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１． 本課題の研究の背景、目的、関係する課題との関係 

 

近年、生物学では大量のゲノム配列データが生成されてお

り、これらのデータを用いた大規模解析の重要性が増して

いる。我々はモデル植物シロイヌナズナにおいて、重イオ

ン照射変異体を用いた様々な実験によって得られた大規

模データを取得している。またソバにおいては日本および

世界各地の在来種の大規模配列データを取得している。 

そこでバイオインフォマティクス、比較ゲノム、分子進化の

手法により、これらの植物および植物全体のゲノム構造並

びにゲノム進化に関する知見を得ることを目的として研究を

行なっている。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

 

BLAST, RepeatMasker, BWA, samtools, Juicer などの、大

規模ゲノム配列データを解析するために開発されたプログ

ラムを実行し、得られた結果を解析した。 

 

３． 結果 

 

ソバの日本および世界各地の在来種数百系統の全ゲノム

シーケンスデータを用いた集団遺伝学解析により、世界の

ソバ品種が、中国、ロシア・ヨーロッパ、日本・朝鮮半島の 3

つの集団に大別されることがわかった。またソバが中国南

西部で栽培化された後に世界各地に拡散する過程での日

長反応性への適応の候補領域を同定した。 

 

シロイヌナズナの多数の重イオン照射変異体の構造変異

のパターンを解析することで、シロイヌナズナのゲノムにお

ける必須遺伝子の分布が、構造変異の遺伝の仕方を強く

規定していることが明らかになった。また、変異体を用いた

Hi-C, Omni-Cや RNA-seqの解析により、構造変異が遺伝

子の発現等のエピジェネティクスに影響を及ぼすことがわ

かった。 

 

 

 

４． まとめ 

 

ソバの大規模集団解析により、作物の栽培化や伝播の過

程について、またその過程で生じる日長反応性の適応進

化の機構について新たな知見が得られた。 

 

またシロイヌナズナにおいて構造変異が遺伝やエピジェネ

ティクスに様々な影響を及ぼすことが明らかとなった。 

 

５． 今後の計画・展望 

 

ソバにおいては日本各地のソバの大規模データ解析により、

日本における日長反応性の進化や生態型分化の原因遺

伝子の同定を目指す。 

 

シロイヌナズナにおいては、重イオン照射変異体を用いた

研究により、構造変異とエピジェネティクス、さらには適応進

化の関係を明らかにする。 
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